
一

般

質

問

2019.7 第37 号 8議会だより

て
対
応
い
た
だ
き
た
い
。

答　

大
切
な
の
は
学
校
職

員
が
足
を
運
ん
で
安
全
を

確
認
す
る
こ
と
。
子
ど
も

の
発
信
す
る
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
捉

え
、
僅
か
な
変
化
に
我
々

大
人
が
気
づ
く
感
性
が
何

よ
り
大
切
。
子
ど
も
達
の

心
の
声
を
救
い
上
げ
る
こ

と
こ
そ
教
育
の
営
み
、
一

人
一
人
の
子
ど
も
の
命
を

守
り
、
希
望
を
未
来
に
繋

ぐ
こ
と
に
な
る
。
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ス
ク
ー
ル
が
、
昨
年

度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
来

年
度
に
か
け
て
全
小
学
校

で
始
ま
る
。
そ
う
し
た
中

で
地
域
で
一
体
と
な
り
、
子

ど
も
た
ち
の
安
全
を
守
る

体
制
づ
く
り
が
大
切
。

健康観察や心のケアの進め方、メンタルヘルスの基礎知識、
学校における日常から心のケアを進めていくための指導参考資料。

か
ら
、
そ
の
機
能
を
も
つ

も
の
に
代
え
る
べ
き
。
村

の
考
え
を
伺
う
。

答　
次
代
を
担
う
子
ど
も

の
か
け
が
い
の
な
い
命

を
、
社
会
全
体
で
交
通
事

故
か
ら
守
る
観
点
で
、
道

路
交
通
環
境
の
改
善
は
重

要
と
考
え
る
。
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
設
置
や
原
電
線
白

方
小
学
校
入
り
口
の
信
号

待
機
場
所
の
拡
張
な
ど
、

通
学
路
の
利
用
状
況
を
学

校
や
教
育
委
員
会
、
警
察

等
と
連
携
を
図
り
調
査
把

握
を
行
い
、
通
学
路
危
険

個
所
の
安
全
対
策
を
実
施

す
る
。

ガードレールによる安全対策を求める

学校における子どもの心のケア－サインを
見逃さないために（文部科学省 平成26年）

問 　白方小学校通学路の
安全対策を

答 　ガードレール等の対策を実施する　

問 　児童の SOS を
どう受け止めるか

答 　子どもの心の声に気付き救い上げる　

問　
自
動
車
が
歩
道
へ
飛

び
込
む
事
故
が
、
各
地
で

発
生
し
て
い
る
。
白
方
小

学
校
通
学
路
の
原
電
線

に
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
等
の

設
置
を
求
め
る
。
①
畑
の

耕
作
者
へ
の
最
大
の
配
慮

を
し
た
う
え
で
、
可
能
な

と
こ
ろ
か
ら
ガ
ー
ド
レ
ー

ル
を
設
置
す
る
べ
き
と
考

え
る
。
②
原
電
線
白
方
小

学
校
入
り
口
の
信
号
待
機

場
所
が
、
朝
の
登
校
時
に

子
ど
も
た
ち
で
溢
れ
る
。

よ
り
安
全
を
確
保
す
る
た

め
、
こ
の
場
所
を
広
げ
る

こ
と
が
で
き
な
い
か
。
③

こ
の
待
機
場
所
に
立
つ
ポ

ス
ト
コ
ー
ン
は
、
車
の
侵

入
を
止
め
ら
れ
な
い
こ
と

問　

犯
罪
的
い
じ
め
や
、

歪
ん
だ
家
庭
、
生
活
環
境

に
よ
る
犯
罪
被
害
、
思
い

込
み
等
に
よ
る
事
故
、
無

差
別
に
襲
い
か
か
る
犯
罪
、

児
童
の
安
全
が
十
分
に
確

保
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い

難
い
社
会
環
境
の
下
で
、

児
童
か
ら
大
人
に
発
信
さ

れ
た
Ｓ
Ｏ
Ｓ
が
大
人
社
会

の
事
情
で
受
け
入
れ
ら
れ

ず
、
取
り
返
し
の
つ
か
な

い
状
況
に
陥
っ
て
い
る
。

こ
の
状
況
を
ど
う
考
え
る

の
か
。
子
ど
も
達
の
Ｓ
Ｏ

Ｓ
を
受
け
止
め
る
の
は
、

基
本
的
に
は
家
庭
。
そ
れ

以
外
で
の
社
会
と
の
繋
が

り
を
育
む
学
校
生
活
で
は

可
能
な
限
り
、
見
て
聞
い
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